
ユネスコ世界ジオパーク について

国際的に価値のある地質遺産を保護し、そうした地質遺産がもたらした自然環境や地域の文化へ
の理解を深め、科学研究や教育、地域振興等に活用することにより、自然と人間との共生及び持続
可能な開発を実現することを目的とした事業。
認定総数は、４４か国、１６１か所（2020年７月現在）。

洞爺湖有珠山
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阿蘇・中岳火口島原半島・早崎玄武岩 室戸・室戸岬 伊豆半島・堂ヶ島

日本ユネスコ国内委員会事務局

※申請にあたっては、地質遺産の特徴、申請地域の文化的背景や自然・文化遺産との関係、管理運営体制、教育・研究・経済活動の状
況、関係者との連携や地域住民の参画といった項目に関する説明が求められる。

日本国内のユネスコ世界ジオパーク（９か所）

附属資料11

http://www.geopark.jp/geopark/aso/img/010_020.jpg





	【附属資料11】②JGNbook_JP.pdfから挿入したしおり
	JGNbook_JP
	A3naka_JP-JGNpamph_200416


